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1．概要

本稿では、GISの発展とコンピュータ機器

との発展との関連について概略を述べ、その

上で現在のインターネット上でのGISの利用

状況を示す。現在は、アプリケーションとし

て組み込むことが可能なように A P I

（Application Program Interface）が公開され

たWebGISが注目されているが、その利用状

況や利用方法について概観する。

2．GISの発展

GISは、コンピュータ機器の発達とともに

利用環境を変え、利用分野を拡大させてき

た。GISの利用環境の変化を見ると、GISの黎

明期とも言える1960年代から1970年代は大型

の汎用機が使われ、1980年代はミニコン、

1990年代にはワークステーション及びパソコ

ンが使われた。さらに90年代後半にはWeb環

境でのGIS利用が始り現在に至っている。こ

の過程でGISの利用方法もスタンドアローン

利用からグローバルなネットワークでの分散

利用へと変化を遂げ、地理空間情報の活用分

野を広げてきた。

3．インターネット時代のGIS

代表的な検索ポータルサイトであるヤフー

が日本語での情報検索サービスを開始したの

が1996年4月である。このときが、日本の一

般の利用者にとってのインターネット時代の

始まりであったのかもしれない。その翌年の

1997年には、早々と地図サイトが開設され、

インターネット上での地図利用が実現してい

る。その段階でのインターネット利用者数

は、人口比率でみて10％未満であった。その

後、インターネットの利用者数は急増し、

2005年には全国の人口普及率で70％に達して

いる（インターネット利用者数は、総務省

「通信利用動向調査」を参照）。WebGISは、

インターネット時代の当初から人々に位置情

報に関するサービスを提供していたというこ

とができる。また、インターネットの技術の

発展に相伴ってWebGISも進歩を遂げる。

2005年には、Google Maps, Google Earthが

登場し、詳細な航空写真画像が無料で閲覧で

きることとなる。この時が契機となって、

GISは単なる地図検索のための仕組みという

だけでなく、空間検索、空間把握のための仕

組みとして有効であると、その適用可能性が

個人のレベルにまで広く認識されたと言えよう。

最近の、総務省の調査によれば、インター

ネットにおける地図情報提供サービスの利用

者数は、PC上の利用においては、ブログ利用

やメール利用などに続いて第5位（人口の約

37％）である。また携帯上での利用では、第

6位（人口の約14％）である。このように、

インターネット上での情報利用においてGIS

は欠かせない仕組みとなっている。

4．GISの利用分野の拡大

GISの利用方法には、空間解析や地図デー

タの編集・加工という高度な利用方法から、

地図の閲覧・検索のための配信という広く使

われている方法まで多岐にわたる。高度なも

のほどその利用の仕方は専門的になるため、
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利用者の規模は狭まる（図1参照）。

専門家が使用する高度な機能は、ローカル

な環境（オフィス内のLAN環境あるいはス

タンドアローン）に置かれたGIS専用のコン

ピュータで利用されてきたのが今までであ

った。しかし、通信のブロードバンド化が

一層進み、GISがWeb上でその多くの機能を

APIとして提供することとなると、様相は変

わるかもしれない。既に、Google Maps、

Yahoo!Maps、MicroSoft Virtual Earth、国土

地理院の電子国土Webなどで、様々なAPIが

公開され、ユーザによるアプリケーションに

組み込んだGISのインターネット利用が進ん

でいる。

効率化が一層求められている実世界では、

個々の状況に応じたよりきめ細かいサービス

へのニーズも高まっている。変化のスピード

が速いなか、多様な機能が必要なときに応じ

て提供できることも重要となっている。これ

に呼応してGISの機能やコンテンツがAPIを公

開する形でネット上に提供されることは今後

も進むものと予想される。

測量技術によって取得されたデジタルデー

タとしての地理空間は、場所に関する情報処

理を支える基盤的な情報である。IT技術の発

展とともに歩んできたGISは、そのような基

盤的な情報の利活用システムとして、幅広い

利用分野において今後益々その重みは増すも

のと考えられる。

（2009年6月19日測技協ワークショップ2009にて）

図１ GISの用途と利用者の規模との関係


